
明
治
の
大
火
と
境
内
の
変
容

第
四
章
　
　
街
に
生
き
る
大
須
観
音

216

166 ─【 

境け
い
だ
い内

拝は
い

借し
ゃ
く

願ね
が
い

并
な
ら
び
に

地ち

税ぜ
い

御ご

か

と

下
渡
請せ

い

求き
ゅ
う

書し
ょ

綴つ
づ
り

大
須
観
音
宝
生
院
蔵

一
綴
　
縦
二
八
・
四
　
横
一
九
・
一

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

　
境
内
官
有
地
に
建
ち
並
ぶ
営
業
者
か
ら
納
め
ら
れ
る
地
税
を
、
大
須

観
音
の
伽が

藍ら
ん

修
繕
費
と
し
て
下
付
す
る
よ
う
、
愛
知
県
に
求
め
た
文

書
。
上
地
に
よ
っ
て
多
く
の
所
領
を
失
っ
た
大
須
観
音
で
は
、
官
有
地

と
さ
れ
た
境
内
に
営
業
者
を
誘
致
し
、
営
業
者
が
納
め
る
地
税
の
下
付

を
受
け
る
こ
と
で
伽
藍
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
。（
木
村
）

164 ─【 

大お
お

須す

観か
ん
の
ん音

境け
い
だ
い内

図ず

大
須
観
音
宝
生
院
蔵

一
枚
　
縦
三
二
・
六
　
横
四
五
・
五

明
治

　
明
治
初
め
の
大
須
観
音
境
内
を
示

し
た
図
。
赤
線
で
示
し
た
土
地
を
「
上あ
げ

地ち

」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
土
地
整
理

に
よ
っ
て
政
府
に
没
収
さ
れ
た
所
領

（
所
有
地
）
を
意
味
し
て
い
る
。
上
地
の

区
域
を
見
る
と
、
幕
末
に
開
発
さ
れ
た

北
野
新
地
と
呼
ば
れ
る
遊
所
と
、
門
前

町
を
含
む
町
屋
化
し
て
い
た
土
地
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
か

ら
得
ら
れ
る
借
地
借
家
料
は
大
須
観
音

に
と
っ
て
重
要
な
経
営
基
盤
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、明
治
以
後
の
土
地
制

度
で
は
こ
れ
ら
は
寺
院
の
祭
礼
儀
式
に

必
要
な
「
境
内
」
と
は
認
め
ら
な
か
っ

た
。ま
た
「
境
内
」
と
認
め
ら
れ
た
土
地

も
官
有
地
に
組
み
込
ま
れ
た
。（
木
村
）堂

動
不

堂
本

塔
重
五

楼
鐘

堂
日
大

館
戸
井

門
王
仁

堂
子
太

地
墓

   

屋
小
物
世
見

場
弓
大

門前町へ

寺
院
建
築
物

貸
店
舗
・
貸
家

N
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165 ─【 

宝ほ
う

生し
ょ
う

院い
ん

境け
い
だ
い内

営え
い

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

諸し
ょ

建た
て
も
の
め
い
さ
い

物
明
細
図ず

大
須
観
音
宝
生
院
蔵

一
枚
　
縦
三
二
・
三
　
横
四
四
・
一

明
治

　
明
治
二
〇
年
代
前
半
こ
ろ
の
大
須
観
音
境
内
の
様
子
を
描

い
た
図
。
境
内
に
多
く
の
仮
設
店
舗
が
ひ
し
め
い
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
店
舗
が
納
め
る
地
税
は
大
須

観
音
に
伽が

藍ら
ん

修
繕
費
と
し
て
下
付
さ
れ
た
。（
木
村
）
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旭
廓
の
誕
生

160 ─【 

安あ
ん
せ
い
ね
ん
か
ん

政
年
間
大お

お

須す

新し
ん

地ち

遊ゆ
う
か
く廓

之の

ず図

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

一
枚
　
縦
二
八
・
五
　
横
三
三
・
八

明
治
写

　「
北
野
新
地
」
を
描
い
た
図
面
。
こ
の
北
側
に
清せ
い

安あ
ん

寺じ

、
南
側
に
大
須
観
音
が
面

し
て
い
た
。
図
の
中
央
右
に
は
北
野
天
満
宮
が
見
え
、
左
上
に
は
清
安
寺
の
裏
門
が

描
か
れ
て
い
る
。
北
野
新
地
は
芝
居
小
屋
や
芸
人
・
役
者
の
居
住
地
と
し
て
許
可
さ

れ
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
「
梅
本
」
や
「
小
川
楼
」「
栄
松
楼
」
な
ど
遊
女
を
置
く

妓ぎ

楼ろ
う

と
思
わ
れ
る
店
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
木
村
）

159 ─【 

見け
ん
ぶ
ん
ざ
っ
と
う

聞
雑
劄

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

袋
綴
装
　
一
冊
　
縦
二
三
・
二
　
横
一
六
・
二

明
治
写
（
原
本
江
戸
時
代
後
期
）

　
尾
張
藩
士
細ほ
そ

野の

忠た
だ
つ
ら陳（

要よ
う

斎さ
い

）
が
記
し
た
見
聞
録
。
安
政
七
年
（
一
八
五
九
）、
玉
屋

町
の
笹さ
さ

屋や

正し
ょ
う

兵べ

衛え

と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
大
須
観
音
境
内
の
北
側
に
「
北き
た

野の

新し
ん

地ち

」

が
開
か
れ
、
芝
居
小
屋
の
建
設
や
芸
人
・
役
者
な
ど
の
居
住
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
土
地
に
は
「
風
流
の
家
造
」
が
増
え
た
と
い

う
。（
木
村
）
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161 ─【 

名な

ご

や

古
屋
起き

廓か
く

盛せ
い
す
い衰

記き

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

袋
綴
装
　
一
冊
　
縦
二
三
・
二
　
横
一
六
・
二

明
治
写

　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
認
可
さ
れ
た
遊
廓
「
旭
あ
さ
ひ

廓く
る
わ」
の
成
立
事
情
を
伝
え
る
記
録
。
同
年
七
月
、
名
古

屋
県
は
第
一
大
区
（
名
古
屋
城
下
に
当
た
る
行
政
区
）
に

遊
廓
設
置
に
適
す
る
土
地
を
上
申
さ
せ
た
。
第
一
大
区

で
は
北
野
新
地
以
西
の
土
地
を
、
従
来
か
ら
芸
人
や
町

芸
子
が
居
住
す
る
繁
華
の
土
地
で
、
遊
廓
に
適
し
て
い

る
と
上
申
し
た
。
大
須
観
音
西
側
の
土
地
は
従
来
先
手

同
心
と
よ
ば
れ
る
下
級
藩
吏
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
た

め
、
廃
藩
置
県
に
と
も
な
い
事
実
上
の
空
き
地
と
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
跡
地
を
利
用
し
て
巨
大
な

歓
楽
街
「
旭
廓
」
が
大
須
観
音
裏
に
誕
生
し
た
。（
木
村
）

162 ─【 

旭あ
さ
ひ
く
る
わ廓

関か
ん
け
い係

資し

料り
ょ
う

個
人
蔵

明
治

　
旭
廓
に
あ
っ
た
貸か
し

座ざ

敷し
き（

妓ぎ

楼ろ
う

）
の
帳
簿
と
娼
し
ょ
う

妓ぎ

（
遊

女
）
の
契
約
書
類
。
娼
妓
は
「
前
借
金
」
と
い
う
借
金

と
引
換
に
妓
楼
で
の
労
働
を
行
っ
た
。
明
治
終
わ
り
頃

に
は
旭
廓
は
貸
座
敷
一
七
〇
軒
、
娼
妓
一
六
〇
〇
人
を

超
え
る
巨
大
な
遊
廓
と
な
っ
て
い
た
。（
木
村
）

163 ─【 

新し
ん

板ば
ん

名な

ご

や

古
屋
名め

い
し
ょ所

図ず

え会（
花は

な
ぞ
の園

町ち
ょ
う
ち
ょ
う提

灯ち
ん

祭ま
つ
り

）

大
須
観
音
宝
生
院
蔵

木
版
　
多
色
刷
　
一
枚
　
縦
三
八
・
〇
　
横
二
五
・
〇

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

　
朝あ
さ

見み

香こ
う

城じ
ょ
う

が
昭
和
初
期
の
名
古
屋
各
地
の
名
所
を
描
い
た
「
新

板
名
古
屋
名
所
図
会
」
の
う
ち
旭
廓
の
あ
っ
た
花
園
町
の
提
灯
祭

を
描
い
た
も
の
。
花
園
町
は
大
須
観
音
の
西
側
に
位
置
し
、
も

と
は
遊
廓
「
旭
廓
」
の
一
角
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
二
年
（
一
九

二
三
）
に
遊
廓
が
中
村
に
移
転
し
て
か
ら
は
芸げ
い

妓ぎ

を
置
く
花は
な

街ま
ち

と

な
っ
た
。
こ
の
絵
は
遊
廓
移
転
後
の
花
園
町
を
描
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。（
木
村
）

161162

大
須
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
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名
古
屋
の
大
須
観
音

137 ─【 

御ご

城じ
ょ
う

下か

絵え

図ず

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

一
舗
　
縦
一
七
二
・
〇
　
横
一
九
五
・
六

江
戸
時
代
　
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

　
江
戸
時
代
後
期
の
名
古
屋
城
下
を
描
い
た
図
。
拡
大
図

は
南
寺
町
一
帯
を
描
い
た
部
分
。
中
央
左
側
に
「
大
須
真

福
寺
」（
大
須
観
音
）
が
見
え
る
。
中
央
を
貫
く
道
が
名
古

屋
城
下
と
熱
田
を
つ
な
ぐ
本
町
通
で
、
当
時
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
本
町
通
を
挟
ん
で
両
側

に
寺
社
と
門
前
町
が
連
な
っ
て
い
る
。
本
図
で
は
各
寺
の

寺
領
を
赤
色
で
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
区
画
の
す
べ
て
が

伽が

藍ら
ん

や
庫く

裡り

で
構
成
さ
れ
る
境
内
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
実
際
に
は
寺
領
内
で
も
町
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
場

所
も
多
く
存
在
し
た
。（
木
村
）
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138 ─【 

尾お

張わ
り
し
ゃ社

寺じ

画が

巻か
ん

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

巻
子
装
　
一
巻
　
縦
二
九
・
五

江
戸
時
代
中
期

　
大
須
真
福
寺
、
甚
目
寺
、
津
島
天
王
な
ど
尾
張
各
地
に
あ
る
十
五

の
寺
社
を
描
い
た
絵
巻
。
作
者
の
神
谷
栄
秋
は
尾
張
藩
の
御
用
絵

師
。
門
前
町
の
長
さ
や
境
内
の
広
さ
な
ど
縮
尺
の
正
確
性
に
は
疑
問

も
あ
る
が
、
手
前
の
仁
王
門
、
右
手
に
見
え
る
鐘
し
ょ
う

楼ろ
う

、
本
堂
左
手
の

不
動
堂
な
ど
、
伽が

藍ら
ん

の
位
置
関
係
は
ほ
ぼ
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
門
前
町
の
板
葺
き
の
屋
根
、
仁
王
門
か
ら
伸
び
る
白
壁
な

ど
他
に
見
ら
れ
な
い
描
写
も
見
ら
れ
る
。（
木
村
）

139 ─【 

名な

ご

や

古
屋
名め

い
し
ょ所

団う

ち

わ扇
絵え

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

木
版
　
多
色
刷
　
一
枚
　
縦
三
五
・
八
　
横
三
二
・
〇

昭
和
前
期
（
原
本
江
戸
時
代
後
期
）

　
森
高
雅
（
玉
僊
）
が
、
名
古
屋
各
地
の
名
所
を
描
い
た
二
十
二
枚
か
ら
な
る
浮
世
絵
集
の
う

ち
の
一
点
。
本
図
は
大
須
観
音
で
毎
年
七
月
九
日
（
現
在
は
八
月
九
日
）
に
行
わ
れ
る
「
九く

万ま
ん

九く

千せ
ん

日に
ち

参ま
い
り」

の
賑
わ
い
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
日
に
参
詣
す
れ
ば
九
万
九
千
日
参
詣

し
た
の
と
同
じ
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
、
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
た
。
高こ
う

力り
き

種た
ね

信の
ぶ（

猿え
ん

猴こ
う

庵あ
ん
）

『
尾お

張わ
り

年ね
ん

中ち
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

絵え

抄し
ょ
う』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
は
諸
堂
に
多
く
の
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
、
焼
香
場

が
設
け
ら
れ
て
煙
が
立
ち
上
っ
た
と
い
う
。
本
図
で
も
、
境
内
北
東
に
視
点
を
置
い
て
、
そ
こ

か
ら
南
西
方
向
に
多
数
の
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
た
本
堂
が
描
か
れ
、
そ
の
手
前
に
焼
香
場
か
ら
火

が
立
ち
上
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
前
に
見
え
る
坐
像
が
大
日
堂
、
左
側
に
見
え
る
建
物

は
絵
馬
堂
と
不
動
堂
と
思
わ
れ
る
。（
木
村
）
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168 ─【 

大お
お

須す

観か
ん
の
ん
ほ
ん
ど
う

音
本
堂
上じ

ょ
う

棟と
う
し
き
し
ゃ
し
ん

式
写
真

個
人
蔵

一
枚
　
縦
八
・
九
　
横
一
二
・
一

明
治

　
明
治
二
十
五
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
大
須
観
音
本
堂

の
再
建
上
棟
式
の
様
子
を
写
し
た
写
真
。
本
堂
の
周
辺

に
は
多
く
の
見
物
人
が
密
集
し
、
周
囲
の
建
物
に
は
仮

設
の
桟さ

敷じ
き

ま
で
設
置
さ
れ
て
賑に

ぎ

わ
う
様
子
が
う
か
が
え

る
。（
木
村
）

167 ─【 

境け
い
だ
い内

官か
ん

地ち

拝は
い

借し
ゃ
く

使し

用よ
う

願ね
が
い

に
付つ

き

嘆た
ん

訴そ

綴つ
づ
り

大
須
観
音
宝
生
院
蔵

一
綴
　
縦
二
六
・
八
　
横
一
九
・
一

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

　
大
須
観
音
が
境
内
営
業
者
の
移
転
を
求
め
た

嘆
願
書
。
明
治
二
十
五
年
、
近
隣
か
ら
出
火
し

た
火
災
が
伽
藍
に
飛
び
火
し
、
大
須
観
音
は
本

堂
や
五
重
塔
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の
建
物
を
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
再
建
計
画
の
な
か

で
、
境
内
に
密
集
し
て
い
た
仮
設
店
舗
の
存
在

が
、
再
建
工
事
の
施
工
を
阻
害
し
衛
生
・
防
火

の
観
点
か
ら
も
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
、
大
須
観

音
は
営
業
者
の
移
転
を
求
め
て
市
や
県
に
嘆
願

し
た
。
し
か
し
、
大
須
観
音
の
訴
え
は
認
め
ら

れ
ず
、
以
後
も
境
内
に
は
露
店
業
者
が
営
業
を

続
け
た
。（
木
村
）

モ
ダ
ン
都
市
の
盛
り
場

明治～大正

昭和前期
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169 ─【 

新し
ん

板ば
ん

名な

ご

や

古
屋
名め

い
し
ょ所

図ず

え会
（
大お

お

須す

夏な
つ

夜や

）

大
須
観
音
宝
生
院
蔵

木
版
　
多
色
刷
　
一
枚
　
縦
三
八
・
〇
　
横
二
五
・
〇

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

　
№
163
に
示
し
た
朝あ

さ

見み

香こ
う

城じ
ょ
う

の
「
新
板
名
古
屋
名
所
図
会
」
の
う
ち
、
大
須
観

音
境
内
の
夜
景
を
描
い
た
も
の
。
昭
和
四
年
に
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
ば
か
り
の

大
提
灯
が
描
か
れ
て
い
る
。（
木
村
）

170 ─【 

大お
お

須す

観か
ん
の
ん音

境け
い
だ
い内

絵え

は
が
き

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

明
治
〜
昭
和
前
期

　
大
須
観
音
境
内
を
写
し
た
写
真
絵
は
が
き
。
明
治
か
ら
大
正
期
の
境
内
を
写
し
た

絵
葉
書
か
ら
は
仮
設
店
舗
が
ひ
し
め
い
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
昭
和
初
期
に

露
店
整
理
が
行
わ
れ
た
の
ち
に
は
広
々
と
し
た
境
内
の
景
観
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。（
木
村
）
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旭
廓
の
誕
生

160 ─【 

安あ
ん
せ
い
ね
ん
か
ん

政
年
間
大お

お

須す

新し
ん

地ち

遊ゆ
う
か
く廓

之の

ず図

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

一
枚
　
縦
二
八
・
五
　
横
三
三
・
八

明
治
写

　「
北
野
新
地
」
を
描
い
た
図
面
。
こ
の
北
側
に
清せ

い

安あ
ん

寺じ

、
南
側
に
大
須
観
音
が
面

し
て
い
た
。
図
の
中
央
右
に
は
北
野
天
満
宮
が
見
え
、
左
上
に
は
清
安
寺
の
裏
門
が

描
か
れ
て
い
る
。
北
野
新
地
は
芝
居
小
屋
や
芸
人
・
役
者
の
居
住
地
と
し
て
許
可
さ

れ
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
「
梅
本
」
や
「
小
川
楼
」「
栄
松
楼
」
な
ど
遊
女
を
置
く

妓ぎ

楼ろ
う

と
思
わ
れ
る
店
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
木
村
）

159 ─【 

見け
ん
ぶ
ん
ざ
っ
と
う

聞
雑
劄

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

袋
綴
装
　
一
冊
　
縦
二
三
・
二
　
横
一
六
・
二

明
治
写
（
原
本
江
戸
時
代
後
期
）

　
尾
張
藩
士
細ほ

そ

野の

忠た
だ
つ
ら陳（

要よ
う

斎さ
い

）
が
記
し
た
見
聞
録
。
安
政
七
年
（
一
八
五
九
）、
玉
屋

町
の
笹さ
さ

屋や

正し
ょ
う

兵べ

衛え

と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
大
須
観
音
境
内
の
北
側
に
「
北き

た

野の

新し
ん

地ち

」

が
開
か
れ
、
芝
居
小
屋
の
建
設
や
芸
人
・
役
者
な
ど
の
居
住
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
土
地
に
は
「
風
流
の
家
造
」
が
増
え
た
と
い

う
。（
木
村
）
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161 ─【 

名な

ご

や

古
屋
起き

廓か
く

盛せ
い
す
い衰

記き

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

袋
綴
装
　
一
冊
　
縦
二
三
・
二
　
横
一
六
・
二

明
治
写

　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
認
可
さ
れ
た
遊
廓
「
旭

あ
さ
ひ

廓く
る
わ」
の
成
立
事
情
を
伝
え
る
記
録
。
同
年
七
月
、
名
古

屋
県
は
第
一
大
区
（
名
古
屋
城
下
に
当
た
る
行
政
区
）
に

遊
廓
設
置
に
適
す
る
土
地
を
上
申
さ
せ
た
。
第
一
大
区

で
は
北
野
新
地
以
西
の
土
地
を
、
従
来
か
ら
芸
人
や
町

芸
子
が
居
住
す
る
繁
華
の
土
地
で
、
遊
廓
に
適
し
て
い

る
と
上
申
し
た
。
大
須
観
音
西
側
の
土
地
は
従
来
先
手

同
心
と
よ
ば
れ
る
下
級
藩
吏
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
た

め
、
廃
藩
置
県
に
と
も
な
い
事
実
上
の
空
き
地
と
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
跡
地
を
利
用
し
て
巨
大
な

歓
楽
街
「
旭
廓
」
が
大
須
観
音
裏
に
誕
生
し
た
。（
木
村
）

162 ─【 

旭あ
さ
ひ
く
る
わ廓

関か
ん
け
い係

資し

料り
ょ
う

個
人
蔵

明
治

　
旭
廓
に
あ
っ
た
貸か

し

座ざ

敷し
き（

妓ぎ

楼ろ
う

）
の
帳
簿
と
娼

し
ょ
う

妓ぎ

（
遊

女
）
の
契
約
書
類
。
娼
妓
は
「
前
借
金
」
と
い
う
借
金

と
引
換
に
妓
楼
で
の
労
働
を
行
っ
た
。
明
治
終
わ
り
頃

に
は
旭
廓
は
貸
座
敷
一
七
〇
軒
、
娼
妓
一
六
〇
〇
人
を

超
え
る
巨
大
な
遊
廓
と
な
っ
て
い
た
。（
木
村
）

163 ─【 

新し
ん

板ば
ん

名な

ご

や

古
屋
名め

い
し
ょ所

図ず

え会（
花は

な
ぞ
の園

町ち
ょ
う
ち
ょ
う提

灯ち
ん

祭ま
つ
り

）

大
須
観
音
宝
生
院
蔵

木
版
　
多
色
刷
　
一
枚
　
縦
三
八
・
〇
　
横
二
五
・
〇

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

　
朝あ

さ

見み

香こ
う

城じ
ょ
う

が
昭
和
初
期
の
名
古
屋
各
地
の
名
所
を
描
い
た
「
新

板
名
古
屋
名
所
図
会
」
の
う
ち
旭
廓
の
あ
っ
た
花
園
町
の
提
灯
祭

を
描
い
た
も
の
。
花
園
町
は
大
須
観
音
の
西
側
に
位
置
し
、
も

と
は
遊
廓
「
旭
廓
」
の
一
角
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
二
年
（
一
九

二
三
）
に
遊
廓
が
中
村
に
移
転
し
て
か
ら
は
芸げ

い

妓ぎ

を
置
く
花は

な

街ま
ち

と

な
っ
た
。
こ
の
絵
は
遊
廓
移
転
後
の
花
園
町
を
描
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。（
木
村
）
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